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小委員会の構成 
●第１小委員会

検討分野：防災・防犯/環境/産業/文化・芸術/まちづくり/区政運営

区 分氏 名

学識経験者
小野田 弘士
（委員長）

1

学識経験者大谷 基道2

学識経験者岡田 智秀3

学識経験者廣井 悠4

区議会北村 綾子5

区議会西川 浩平6

区議会花澤 昭信7

区 分氏 名

区内各種団体の構成員大久保 信隆8

区内各種団体の構成員菅谷 安男9

区内各種団体の構成員富永 新三郎10

区内各種団体の構成員鳥飼 秀夫11

区内各種団体の構成員中村 健一12

区内各種団体の構成員丸山 慎二郎13

区内各種団体の構成員金田 大14



小委員会の構成 
●第２小委員会

検討分野：子育て/健康/福祉/教育/共生/区政運営

区 分氏 名

学識経験者
和田 一郎
（委員長）

1

学識経験者田辺 智子2

学識経験者西村 ユミ3

区議会久家 しげる4

区議会菅谷 元昭5

区議会山口 幸一郎6

区 分氏 名

区内各種団体の構成員伊東 とも子7

区内各種団体の構成員上羽 明子8

区内各種団体の構成員田中 淳也9

区内各種団体の構成員野口 貴裕10

区内各種団体の構成員八坂 貴宏11

区内各種団体の構成員谷島 慶太12

区内各種団体の構成員山﨑 光弘13



新たな政策体系（案）  
将来にわたって「ひと」が育つまち

多様な価値観・自分らしさを

認め合い一人ひとりが輝くまち

人情・産業・文化が息づく

にぎわいのまち

安全安心で快適に暮らせるまち

子育て－すべての子どもが健やかに成長できる環境づくり－

教育 －未来を担う子どもを育む質の高い教育－

若者 －若者が活躍できるまちの実現－

生涯学習・スポーツ
－学びと健康を支える生涯学習・スポーツの推進－

健康 －健康で安心して暮らせるまちの実現－

高齢・介護
－いつまでも住み慣れた地域で自立した生活の実現－

障害・生活支援
－誰もがいきいきと笑顔で暮らすことができる環境づくり－

人権・平和・多様性・つながり
－個人が尊重され、認め合い、つながる地域社会の実現－

文化・芸術 －豊かな心を育む文化・芸術の推進－ 産業 －活力ある区内産業の振興－

地域のにぎわい
－にぎわいと魅力あふれる都市の形成－

区民参画・協働・シティプロモーション
－多様な主体と連携した区民協働と魅力発信の推進－

防災 －災害から区民を守る対策の推進－

住環境 －安心して住み続けられる住環境の整備－

都市基盤 －誰もが住みやすい都市環境の確保－

環境・みどり
－やすらぎと潤いがあふれ環境にやさしいまちづくりの推進－

基本目標（都市像） 政策

防犯・区民生活の安全
－安全で安心な区民生活の実現－

行
政
運
営
・
Ｄ
Ｘ

「○○○」

「○○○」

「○○○」

「○○○」

基本目標（都市像）のタイトル「○○○」の部分は審議会での議論を踏まえ設定



各小委員会の議論のテーマ 

検討する政策小委員会

第１小委員会

（防災・防犯、環境、産業、文化・芸
術、まちづくり、区政運営）

第２小委員会

（子育て・健康・福祉・教育・共生）

●小委員会での検討事項

✓ 各政策における「2040年の望ましい姿・取組の方向性」についてご検討いただきます。

●各小委員会で検討する政策

子育て 教育 若者 生涯学習・スポーツ

健康 障害・生活支援高齢・介護
人権・平和・

多様性・つながり

文化・芸術 産業
地域の
にぎわい

区民参画・協働・
シティプロモーション

防災 都市基盤
防犯

区民生活の安全
環境・みどり住環境

行
政
運
営
・
Ｄ
Ｘ



各政策の検討資料について 



各政策の検討資料について 



小委員会 まとめ作成イメージ （ 例 ： 子 育 て ）  
第１小委員会【子育て分野】

３ 分野の政策の方向性
 子どもの意見の区政反映が当たり前となるよう、区の計画策定や様々な取組に子ど
もたちを積極的に巻き込むとともに、子どもの意見聴取に係る区・区民の意識醸成
を行います。

 切れ目のない支援により、子どもが地域の中で安心して過ごし、自分らしく成長で
きるよう、常に子どもの最善の利益を大切にするまちをつくる。

 自然体験や地域の特色生かした学びなど、子どもたちが意欲を持って学び、未来を
切り開いていく力を育める環境を整えます。

• 政策の2040年のめざす姿をまとめる。
• 「2040年にどんな状態になっているか」を箇条
書きで整理する。

• 「～になっている」「～が実現してる」「～が
整っている」「～実感している」など。

• 政策の方向性についてまとめる。
• 上記で整理した状態になるには、どんな取り組
みを行っていくのかを、箇条書きで整理する。

• 「～を行う」「～取り組む」「～進める」など。

１ 小委員会での主な意見
 乳幼児期における安定した愛着関係の形成が、その後の成長や社会性の基盤となる。
 自然と触れ合う体験は、子どもの感性や健やかな成長にとって重要である。
 一人ひとりの「子どもらしさ」を尊重し、伸ばしていく視点が必要である。
 子どもの意思や考えを受け止め、社会の中で尊重していく姿勢が求められる。
 乳幼児期から、自ら考え行動する力など、生きる力を育むことが重要である。

２ 2040年の望ましい姿・目指す姿
 子どもの権利と育ちを大切にするまちが実現している
 子どもの意見が区政に反映されている。
 生きる力と可能性を育む環境が整っている。
 ・・・・が実現している
 ・・・・の実感を持って生活できている。

• 分野に関する意見を箇条書きで列記
• 「～が重要である」「～が必要である」


